日立過熱水蒸気オーブンレンジ aaMRO-FV200 

カンタンご使用ガイド 


初めてお使いになるときの準備 


詳しくは「取扱説明書」をご驚ください0 

このマークは r 咖棚害」の記載 
■n ▲ J ペー 5/ Z ? す。 


20cmlU± 


d 壁などとの間をあけて設!■し、 

アースを取り付ける 

安全上のご注意 ^P.8.9 
をお読みになり正しく 
設置してください。 

Q トリプル重屋センサー ( GPS ) の0点調節をする 

<1電源プラグをコンセントに差し込み、一度ドアを開ける 
電源が入り、表示部に「0」が表示されます。 

Q 加熱室底面にテーブルプレートをセツトする(「テマエ」の刻印を手前に) 



背面•左右側面は壁に 
ビッタ U 設醞でぎます。 
排気が直接当らないように 
据え付けてください 0 あらか 
じめアルミホイルを壁面に 
貼ると汚れを防止でぎます。 


©ドアを閉めて 


とりけし 


を 3 秒間押し親ける 
「ピッ」とブザーが鳴り、数秒後、0表示で 
0 点調節が終了します。 (-»P.5) 

g ] 空焼き(脱奧)をする 

〇テーブルプレートをはずす 
©空焼き(脱臭)をする l -» p .5 ] 



才一卜調理の使いかた（ハンバーグの例) 1 P.35 、 3B 、 134) 

m 


❷ 


ドアを開ける 


水道水を給水する 

〇 給水タンクを本体から引き出す 

Q 給水口ふたを開いて給水する 

給水口内の棒(満水ゲージ） 
先端までで満水です。 

(水平にして確認する） 

Q 給水口ふたを閉める 

Q 給水タンクを本体に 
セツトする 
周囲のレッグカパー 
と同じ位置まで押し 
込みます。 


メニュー選択 SfiK_ 




ドア «H けると電湮が入 D ます 


U プラグをコンセントに差込んだだけでは U が 
入りません。 

電力を節約するため、ドアを閉めて約10分間操作が無い 
と自動的に電源を切り、表示部の roj も消え、ボタンを押し 
てち受け付けません。ドアを開閉すると電源が入り、表示 
部に「0」が表示され、ボタンを受け付けます0 


0点調節のお願い 

•日常のときどき0篇調節«行ってください。 

調理を上手に仕上げるためです。 C->P-B ] 


を回し「 30 バンバーグ J を 
_する 


を押す 

终了音が瞄ったら食品を取り出す 


お願い 

籲使用する水は塩索消毒された水道水をご使用ください。 
浄水器の水、ミネラルウオーター、アルカリイオン水、井戸水などを 
使用した場合はカビや雑菌が発生しやすくなります 0 
長時間使用した場合はスチームの嘖出口が詰まることがあります。 
スチーム、趣 toK 蒸気视う場合は献タンク®*! K ライ：/ TC 水を入れ、 
暇に本体にセットしてください。水が^なかったり、雜入で行うと「給水 J 
表示が出てスチームが止まり、仕上がりが悪くなります。 

スチーム、■水蒸気赖った後にはパイプの棚きをしてください。 


手動調理の使いかた 


P.38 〜47 



加熱室奥面の穴の中が、明るくなったり、暗ぐなったりします。 
加熱室の温度を一定にするため、熱風 
ヒータ— の通電を断続するためです。 



•調理終了後は給水タンクの残水を捨て、パイプの水抜き 
を行つてください。 本害 P3 「パイプの水抜き」 

加狼の酿糨えてから、加鮮内に付着した棚をふき取ってください。 
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知つておいていただきたいこと 


下記の内容に十分ご注意いただぎ、ご使用ください。 


パイプの水抜き 




テーブルプレー トを セツ トして、ドアを 
閉める 


❶ 

表示部の 
本体から! 


「0」を確認し、給水タンクを 
から引ぎ抜く 


❸ ® 


を押し、「26清掃」を 
選択する 


メニユ_選択 xs 時 n 


❹ 0) 


を押す 

終了音が鳴ったら水抜き完了 


レッグカバーのお手入れ 


籲レッグ カバーはスチーム 調理など、湯気 
が結露したときの露受けです。こまめに 
お手入れしてください。 

給水タンクを外してから、左右奥に指 
をかけ、手前に引いて外します。 



給水タンクをはずしてから 


肉や魚の解凍は 
ト レーの ままで 


籲@を外し、ト レーの まま テーブル 
プレート中央にのせてください。 

•半解凍は食品の中心が少し凍って 
いる状艱に仕上げます0 
(解凍後3〜5分放置して、自然解凍 
する） 

•通の目安は100〜100 0 g 

•グリル調理 • オーブン調理の後は 
加熱室が熱くなっているのでドア 
を開けて冷ましてから使ってくだ 
さい。 (-♦ P .33 ) 


レンジ加熱で黒皿や 
グリル皿を使わない 


參付属の黒皿や金属の調理道具 

(アルミホイル•金串など)を使 
わないでください。 (^ P .19 l 
(付属のグリル皿はクッキング 
ガイドに記載の使いかたに限り 
使えます。 ） (^>.14 〜16 



食品の分量に 
あつた器の大ぎさ 


•容器の大きさは、食品 
を入れたとき、ノ汾目 
くらいになる太ぎさが 
適当です。 

•適合する容器が無い 
ときは、「手動調理」で 
様子を見ながら加熱 
してください。 

!-► P .38 


2個以上の食品の同時加熱 


■分量を同じくらいに ■異なる容器や食品は 

して飲みものは中央 5ま< あたたまらない 

部に寄せて、お麟はことがあります。 

間を少し離して置きま 2品を同時にあたため 
す《 る場合 《>> P .24^25) 

■異なる食品は手動調理 
で様子を見ながら加熱。 
2品を同時にあたためる 
場合。 - ► P .24.25) 

し ^ 

し j 


■□あたため 




匼5朝齡ット1 
以外の異なる食 
品はオート調理 
はできません。 




















































わがや流あたための使いかた (35 ごはん〜 40 お酒) 


使いかた1お手持ちの容器の重さを登録する 


5ごはん) の容器を2に登録し、その後、登録した容器であたためる場合。 



メ Zo - 蠹 HXKM 





龜 鏰したぃ空嘯: 

プレートの中央に Si 




奄テーブル 
に置き、ドアを閉める 


〇レンジ 

〇グ U ル ほ-卜1 

oumnnin 


〇スチ_ム 


8 



を押す 


を回し、希望の 
r メニュー番号」 
「容器番号」を 
選ぶ 


爲 3 E 

〇グリル a=£i 


0スチーム 


35 




使用付 ] HS 


□ 

テープルプレート 


給水タンク 


厂空 


は園 

〇グリル a=hi 


〇スチーム L 


容器番号] ( 

- 

Q3E /I 

メニュー番号) 


登録できるメニューと容器の数 


❸ 




を押す 


■レンジ 


•約6秒後、「ピー」と鳴った 
ら容器の計量が終わり、容 
器番号の下に「_」が表示さ 
れて数秒後、「0」表示とな 
り登録が終わります。 


〇ォ-力 

〇列ル ■■ 

〇スチ-ム 1 " 514 " 1 
■レ M rwm\ 
〇グ Uit 








35 


l £) 


登録•記憶完了) 


メニュー番号 

容器番号 

35 ごはん 

1-4 

36 冷凍ごはん 

1〜2 

37 おかず 

1〜4 

38 汁もの 

1〜4 

39 牛乳 

1〜4 

40 お酒 

1〜2 


SS した容器を使つてあたためる 


W を押す 


§ S した雜に織 
プレートの中央に i き 

❺ 

❻ 

❼ 


に食品を入れ、テーブル 
、ドアを閉める 


メ In - WMMI を回し、登録した 
「メニュー番号」 
と「容器番号」を 
選ぶ 




メ 


© 


を押す 

•終了音が鳴ったら 
食品を取り出す。 


〇レンジ 

O^-yyiMU 

f^Fl 


〇ォづ> SB 
0グリル 

0» W « rmc -| 

〇スチ-ム 1 "*^ 


籲食品重量の計量中は表示が回転します 

■レンジ 

〇ォ-力 LM ] 

〇グリル a=fi 



r チ*5關 



を押し、お好みにより希望 
の仕上がりに調節する 

• tt 上がり調節も登録されます。 


•スタ-卜から約6秒後に、食品譴 (1 Og 単位） 
を表示します。（約3秒間） 


S 品圓 I 

〇グリル 


0スチ-ムし 3 ^ 

蠢 レンジ rw] I 
〇ォ-ブ >LMJ I 
〇グ * J ル 


I5S 


㉟ 


〇スチーム 


| | S3B 
嶔 「35 ご 


ど 


IL 想 


] は 1 S をカロリ-断します。 
他のメニューは^しません C 

•終了までの時間を表示します。 


^ に—— M 


籲終了すると「0」表示に戻ります。 


- 2 - 


わがや流あたためは、自分のお好みにあたためる機能です。 

お好みに仕上げるため、使いかたに応じて以下の操作手順で行ってください。 


使いかた 2 お手持ちの容器の重さを登録しないであたためる 


※登録してない茶わん ¢35 ごは AL をあたためる場合。 



❶ 

❷ 

❸ 


使う空© S 器を、トブルプレ■卜 
の中央に S き、ドアを閉める 


〇レンジ 

〇ォづ >LfU 
〇グ u ル ほ一卜 I 

0* wi *|3? c 1 

〇スチーム 


8 


=を押す 


画 レンジ__ 
〇ォ-力 [OJ 
0グリル »| 

oiwnmn 

0スチーム 1 - 


35 




メニ： rfl^URI を回し％ 

「メニュー番号」 
と容器 r 圜 j を 
選ぶ 

を押す 


，二 :!- SKU 明 


龄ノ SB 

〇グリル 


>約6秒後、「ピー」と鳴った 
ら容器の計量が終わりです。 


❹ 


ドアを開け、計置した容器に食品を入れ、ドアを閉める。 

鑄食品重量の計量中は表示が回転しますら 

を押す 〇^ -^/ Sl ]" 

@ ) •終了音が鳴ったら _ _ 

食品を取り出す。 


給水タンク 


空 I 



使用付属品 


□ 

テーブルブレート 


を押し、お好みにより希望 
の仕上がりに調節する 

►仕上がり調節は登録されません。 


•スタ-卜から約6秒後に、飽重量 (1 0 g 単位) "1 

を転します。（約3秒間） 




ISO 


ぼ -! nul 


• パ L ， 


来 135ごはん1 は重1をカロリー表示します0 

他のメニューは表示しません • 

•終了までの時間を表示します。 


〇^ - X/LOC 

〇グ U ル 

繼 rwl 
〇スチ-ム^— 


IT -2 W 


£13 


•終了すると「0」表示に戻ります。 


登録した容器のメモとしてお使いください。 參登録した内容を修正する際は同梱の「のり付きメモ 

用紙」を貼付けてください。 


容器 

番号 

メニュー 

35ごはん 

36冷凍ごはん 

37おかず 

38汁もの 

39牛乳 

40お酒 

1 







2 







3 







4 
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応用した使いかた登録してある镧に別のメ=ユ-の飽を入れてあたためる 


※ 同 7おかず 容器番号1のあたためで登録した容器で 35こ•は AJ をあたためる場合。 

登録してあるメニューの容器に〇 レンジ 


別の食品を入れ、テーブルプレート 
の中央に圔ぎ、ドアを閉める 


❶ 

❷❹ 

❸圃 I 

❹ 


^を押す 


D スチーム 

■レンジ 

0; 

0_ 


0 


使用付厲品 


オープン 

グリル 

mm 

〇スチーム 


BE 

gEB 


35 


Sl 34 f 

讎 •{•ft 



テーブルプレート 


メ la - MM 明を回し、登録した■レンジ 

「メニュー番号」はで S 
と「容器番号」を 
選ぶ 



ittitfoj 1 を押し、お好みにより希 a 
の仕上がりに調節する 

♦仕上がり調節は登録されません。 


を押す 


議 レンジ 

〇グリル 

0M 水鷉 

Q スチーム 


Is ^ 


( •スタートから約6機に食品重量 ( log 単位)1 

を表示します0 (約3秒間） 

■レンジ 


XZn - 勘》醑 


© 




〔登録してあるメニュー番号〕 


を選ぶ 




❺ 


メニ: rSKU 闢 


0 



• 1 I 


□グリル 
■レンジ 

〇ォ-力 LMJ 
D グリル 




ISO 




ぼ画 


【テ- 71/1 

聚 臣5ごは AJI 




庵力□リ-表示します。 

しません0 


AJ は重置を 
他のメニューは表示 

•終了までの時間を表示します 


を押す 

•食品重量の計量中は表示が回転しま 

a レンジ 

S ば ノ ^ MJ 

D グ U ル 


lo . 

J •置 

〇ォ-力 LMJ 
〇グリル rnM 

OttMMmfi 

0スチーム 1 ^ 

_ .dSft^S 




リ ♦終了音が鳴ったら 

含 S 左如れ,屮ォ_ 

—— P 


D スチ-ム 





わがや流の上手な使いかた 


•同じメニュー番号の容器番号に別の容器を登録すると前回の登強の内容は消えます。 

•電源プラグを抜いたときや停電した場合でも記憶しています。 

を3秒間押すと、登録した 135ごはん] 〜 №3お 酒ま での 内容を全て消すことができます。 

メニューごとに登録したそれぞれの内容を消すことはできません。 

•容器計置せずにあたためた場合、あらかじめ登録されている標準的な容器の重さで加熱時間を計算します。 


メニュー 

食品の分量 

食品の) 

あたための]ツ 

スニユー 

食品の分量 

食品の温度 

あたためのコツ 

135ごはん 

100〜30 Og 

市皿 

今 P.23 

38汁もの | 

100〜30 Og 

尚ご S 
吊/ im 

1P.23 一) 

136冷凍ごはん| 

100〜30 Og 


|-^卩 23 

1 39牛乳 I 

100〜400 mL 

冷蔵 

P.2 フ 

「37おか承 

100〜 500g 

冷蔵 

P.23 

「40お酒 1 

100〜300 mL 

常温 

P.138 


※常温は約 20 TC 、 冷蔵は約〇で〜約 5 t ；、 冷凍は約一 18 TC を基準にしています。 
※冷蔵のこ•はん、常温のおかずは、 II あたため 1 で加熱します。 


※冷蔵の汁もの、常温の牛乳、冷蔵のお酒は、様子を見ながら手動調理で加熱します。 |-> P .39、49 
nm の大きさ、形状であれば、 M 2 個時に靈錄して使ラこともできます。 

鲁容器の大きさ、形状が異なると、加熱むらの原因となります。參食品の種類、分蜃も同じにしてください。 

♦食品の分量は、上表の2倍が目安です。ただし、 I 37おかず] は1000 g、 139牛乳 I&0 お酒] は 500mL までにしてください。 


镰食品の置きかたは、テーブルプレート中央に寄せて並べてください。（右図参照） 

春食品の種類や分霣によつては、左右の仕上がりが若干変わることがあります。 

3個以上を問時に登鼸して使う Ct はでき*せん。（加熱むらとなり上手にあたたまりません) 

一5一 





































































































































■ 


4 


11 突然の沸とうに注意 




•のみもの（水、牛乳、お酒、コーヒー、豆 
乳など)やカレーやシチューなどとろみ 
のあるもの、油脂分の多い生クリーム、 
パターなどは、加熱中や加熱後に、突然、 
沸とうして飛び散り、やけどのおそれが 
あるので注意する。 


•開口が細い容器は特に注意し、 
小さなカップ、マグカップも 
注意する。 

•のみちのは加熱前 
と加熱後にかきま 
ぜる。 




A やけどに注意 


_オーブン調理 • グリル調理 • 
スチーム 調理およびお手 
入れの脱臭と水抜きの後 
は、本体（ドア、キャビ 
ネット、加熱室とその周 
辺)にふれない。 


こんなとぎは 


こんなときは故障ではありません、次のことを65—度確認してください。 

修理を依頼される前に次の点および取扱説明書をもう一度お調べくださし) 。 (- » P .5 g 〜57 ) 



電源が入らない •ドアを 開閉し、 表示部に 「0 J が表示されポタンやダイヤルを受け付けるか 確認して ください。 

時々電源が入らない （待機時消費電カオフ機能が働くと表示部の表示が消え、キーを受け付けません) 


オーブン予熱中に •予熱中は節電のため庫内灯を消灯しています。予熱中に加熱室内の様子を見たい 

庫内灯が消灯している ときは（^)を押すと約5秒間庫内灯が点灯します。 


公法 ■ ^^1-# 籲必ず容器（平皿）にのせて加熱して<ださい。容器（平皿）を使わないでラップに 

包んだままの状態で加熱すると、あたたまりません。 
aorcrcm ^ 容器の大きさは、食品を入れたとき、八分目くらいになる大きさが適当です。 

•わがや流で登録した容器を用いてあたためると、適温に加熱できます。 


レンジのとぎ 
火花（スパーク）がでる 


•黒皿(黒色ホー□一皿)を入れ、「あたため」や「レンジ」で加熱していませんか。 
•グリル皿にアル5ホイルを敷いて加熱していませんか。 

♦テーブルプレートやグリル皿などに食品カスがついていませんか。 


加熱室奥の熱風ヒーターが •加熱室の温度を一定にして調理を上手に仕上げるため、熱風ヒーターを断続運転 
赤熱したり、しなかつたりする します。異常ではありません。 


加熱中、表示部やドアが 
くちつたり、水滴が落ちる 


•メニューによって食品から出た水分が水蒸気となり、表示部やドアの内側がくもる 
ことがあります。 

ドアの内側などに賵がつき、床に落ちたときは、ふきんで拭ぎとってください。 


加熱室内に水滴が付着籲スチーム調理やメニューによって食品から出た水蒸気が加熱室壁面に水滴として 
する 付着します。水滴はこまめにふきとつてください。 


調理が終了してもフアン • とりけし を押したときや調理終了後、電気部品を冷却するためフアンが回転 

の風切り音がする f る if 合があります。 


設定した温度が途中で • ほーブン1 (予熱あり）のとき、300での運転時間は約5分です。その後は自動 

変わることがある 的に 2 501 C になります。 


300でに設定できない 
ことがある 


書加熱室が熱し)場合、および予熱なしの場合の最大設定温度は250でになります。 


1- D 1125-1 


— 〇 — 


D 9( HP ) 
























